
県政 ニュース

　

令
和
元
年
度
は
、
県
内
で
約
４
千
人
の

小・中
学
生
が
不
登
校
と
な
る
な
ど
、
近
年
、

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
が
全
国
的
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
平
成
２８
年
１２

月
に
は
、
い
わ
ゆ
る「
教
育
機
会
確
保
法
」が

公
布
さ
れ
、
不
登
校
の
子
ど
も
が
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
に
応
じ
た
学
び
が
で
き
る
よ
う
に
、

法
律
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
不
登
校
の
子
ど
も
を
含
め
、
全
て
の
子
ど

も
が
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
環
境
の
整
備

◦
不
登
校
の
子
ど
も
一
人
一
人
の
状
況
に
応

じ
た
支
援

◦
夜
間
中
学
な
ど
の
設
置
の
促
進

◦
国
や
地
方
公
共
団
体
と
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
な
ど
の
民
間
団
体
と
の
密
接
な
連
携　

な
ど

不
登
校
は
問
題
行
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
不
登
校
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
誰

も
が
不
登
校
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
意
思
を
尊
重
し
、
支
援
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

学
校
に
復
帰
す
る
こ
と
だ
け
が
目
標
で
は
あ

り
ま
せ
ん

　
子
ど
も
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
て
、
将

来
を
見
通
し
、
自
ら
進
ん
で
社
会
的
な
自
立

や
、
学
校
復
帰
に
向
か
う
よ
う
支
援
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

不
登
校
の
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た

多
様
な
学
び
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
学
校
外
の
施
設
や
自
宅
で
の
学
習
な
ど
、

子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た
学
び
の
機
会
を
用

意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

不
登
校
は
悪
い
こ
と
と
思
い
こ
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

社
会
全
体
で
不
登
校
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
ど
こ
に
い
て
も
誰
か
と
つ
な
が
っ
て
い
る
」

 
不
登
校
の
子
ど
も
へ
の
支
援
を
進
め
て
い
ま
す

問 義務教育課　☎０２２（２１１）３６４６　 gikyout@pref.miyagi.lg.jp

県が目指す「どこにいても誰かとつながっている」不登校支援
学校の中では…

「魅力ある行きたくなる学校づくり」を進めています
○全ての子どもにとって、「学校が楽しい」「授業がよく分かる」「友

達と活動するのは楽しい」と感じることのできる、学校づくりに
取り組んでいます。

「不登校等児童生徒学び支援教室」の設置を進めています
○学校に行きづらさを感じたり、教室で過ごすことに難しさを感じたりしている子どもが、安心

して勉強し、落ち着いて生活することができる部屋の整備を進めています。

学校の外では…

学校外の居場所として市町村に「みやぎ子どもの心のケアハウス」
「けやき教室」が設置されています
○一人一人の子どもの思いや願いを大切にしながら、通所や家庭訪問などを通じて、社会的自

立や学校復帰に向けた支援、学習支援を行っています。お住まいの地域の「みやぎ子どもの
心のケアハウス」や「けやき教室」に保護者の方も気軽にご相談してください。

○フリースクールなどの民間団体との連携も進めています。

法
律
の
基
本
理
念

不
登
校
の
子
ど
も
へ
の
支
援
の
考
え
方
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